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(57)【要約】
【課題】利便性の向上を図ることができる冷蔵庫を提供
する。
【解決手段】実施形態の冷蔵庫は、筐体と、扉と、ハン
ドルと、を持つ。筐体は、貯蔵室を含む。扉は、貯蔵室
を開閉可能に閉じる。扉は貯蔵室を閉じた閉状態におい
て露出する前板を持つ。前板は、正面部と、凹面部と、
を持つ。正面部は、前板の正面の幅方向の第１の端部か
ら第１の端部と反対側の第２の端部側に延在する板状に
形成される。凹面部は、正面部と連なり前記第２の端部
まで延在し後方に凹む板状形成される。ハンドルは凹面
部上に取り付けられる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貯蔵室を含む筐体と、
　前記貯蔵室を開閉可能に閉じ、前記貯蔵室を閉じた閉状態において露出する前板を有す
る扉と、
　前記扉の前記前板の正面に取り付けられるハンドルと、を備え、
　前記前板は、前記正面の幅方向の第１の端部から前記第１の端部と反対側の第２の端部
側に延在する板状の正面部と、前記正面部と連なり前記第２の端部まで延在し後方に凹む
板状の凹面部と、を有し、
　前記ハンドルは前記凹面部上に取り付けられる、
　冷蔵庫。
【請求項２】
　前記第２の端部からの側面視で、前記ハンドルの側面の全体が露出する、
　請求項１に記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記正面部、前記凹面部、及び前記ハンドルは、前記前板の全長に亘って形成される、
　請求項１又は請求項２に記載の冷蔵庫。
【請求項４】
　前記凹面部は前記第２の端部側に前記正面部より後方に配置され幅方向に延びる底面部
を有し、
　前記ハンドルは前記底面部上に取り付けられ、
　前記扉は前記前板の前記第１の端部及び前記第２の端部から後方に延びる側面部を有し
、
　前記底面部及び前記正面部は、前記側面部との連結部分がＲ面取りされて外側に凸の曲
面部が形成され、
　前記底面部側の前記曲面部の曲率半径は、前記正面部側の前記曲面部の曲率半径より小
さい、
　請求項１から請求項３のうちいずれか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項５】
　前記ハンドルの前記第１の端部と前記第２の端部とを結ぶ方向の寸法は、前記底面部の
前記第１の端部と前記第２の端部とを結ぶ方向の寸法より小さい、
　請求項４に記載の冷蔵庫。
【請求項６】
　前記凹面部は、前記正面部と前記底面部との間に配置され、前記第２の端部から第１の
端部に向かって後方から前方に傾斜する傾斜部を有する、
　請求項４又は請求項５に記載の冷蔵庫。
【請求項７】
　前記ハンドルは、前方に凸状に形成される、
　請求項１から請求項６のうちいずれか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項８】
　側面視で前記ハンドルが前記筐体から突出する寸法が、前記前板が前記筐体から突出す
る寸法より小さい、
　請求項１から請求項７のうちいずれか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項９】
　前記ハンドルは、幅方向の側面部に外側に突出する突出部を有し、
　前記突出部の後側の端部には、前記側面部の前記外側に凸の曲面部が形成される、
　請求項１から請求項８のうちいずれか一項に記載の冷蔵庫。
【請求項１０】
　前記ハンドルは、前記ハンドルの内側に窪み、前記前板の前記正面に対向し、開口を有
する窪み部を有し、
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　前記窪み部は、内周面が、前記前板の前記正面から離間するにしたがって前記窪み部の
前記開口の中心に向かって傾斜する、
　請求項１から請求項９のうちいずれか一項に記載の冷蔵庫。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　回転式の扉や引き出し式の扉により開閉される冷蔵庫が知られている。このような冷蔵
庫は、ユーザの利便性のさらなる向上が期待されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－２８０８２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明が解決しようとする課題は、利便性の向上を図ることができる冷蔵庫を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　実施形態の冷蔵庫は、筐体と、扉と、ハンドルと、を持つ。筐体は、貯蔵室を含む。扉
は、貯蔵室を開閉可能に閉じる。扉は貯蔵室を閉じた閉状態において露出する前板を持つ
。前板は、正面部と、凹面部と、を持つ。正面部は、前板の正面の幅方向の第１の端部か
ら第１の端部と反対側の第２の端部側に延在する板状に形成される。凹面部は、正面部と
連なり前記第２の端部まで延在し後方に凹む板状形成される。ハンドルは凹面部上に取り
付けられる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】一実施形態に係る冷蔵庫の斜視図。
【図２】同冷蔵庫の冷蔵室扉の分解斜視図。
【図３】同冷蔵室扉の平面図。
【図４】同冷蔵室扉の底面図。
【図５】同冷蔵室扉のハンドルの本体部の拡大斜視図。
【図６】同本体部の設置時の斜視図。
【図７】図６のＡ－Ａ線の断面図。
【図８】同ハンドルのカバーの背面図。
【図９】図８のＢ－Ｂ線の断面図。
【図１０】同ハンドルの右側面図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、実施形態の冷蔵庫を、図面を参照して説明する。以下の説明では、本明細書では
、冷蔵庫の正面に立つユーザから冷蔵庫を見た方向を基準に、左右を定義している。冷蔵
庫から見て冷蔵庫の正面に立つユーザに近い側を「前」、遠い側を「後ろ」と定義してい
る。本明細書において「幅方向」とは、上記定義における左右方向を意味する。図中にお
いて、＋Ｘ方向が右方向、－Ｘ方向が左方向、＋Ｙ方向が後方向、－Ｙ方向が前方向、＋
Ｚ方向が上方向、－Ｚ方向が下方向である。
　実施形態の冷蔵庫の扉に含まれる部品に関する説明では、特に断らない限り、扉が閉じ
られている状態の配置に基づいて説明する。以下、扉を閉じられている状態を「閉状態」
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と呼ぶ。
　本明細書では、寸法値に関して、好ましい数値範囲を、例えば、「下限値以上、上限値
以下」のように例示する場合がある。寸法値に関して複数の好ましい数値範囲を例示して
いる場合には、特に断らない限り、最も広い数値範囲の範囲内であれば、下限値と上限値
との組合せを適宜変更した数値範囲もまた好ましい範囲である。
【０００８】
　一実施形態の冷蔵庫について説明する。図１は一実施形態に係る冷蔵庫１の斜視図であ
る。図１に示す冷蔵庫１の全体構成について説明する。ただし、冷蔵庫１は、以下に説明
する構成の全てを有する必要はなく、いくつかの構成が適宜省略されてもよい。
【０００９】
　図１に示すように、本実施形態に係る冷蔵庫１は、筐体１０と、複数の扉１１と、を持
つ。
【００１０】
　筐体１０は、例えば、内箱と、外箱と、発泡断熱材（不図示）とを含む。内箱は、筐体
１０の内面を形成する部材であり、例えば合成樹脂製である。外箱は、筐体１０の外面を
形成する部材であり、例えば金属製である。外箱は、内箱よりも一回り大きく形成されて
おり、内箱の外側に配置されている。発泡断熱材は、例えば発泡ウレタンのような発泡状
の断熱材であり、内箱と外箱との間に充填されている。これにより、筐体１０は、断熱性
を持つ。
【００１１】
　図１に示すように、筐体１０は、上壁２１、下壁２２、左右の側壁２３，２４、及び後
壁２５を持つ。上壁２１および下壁２２は、略水平に広がっている。左右の側壁２３，２
４は、下壁２２の左右の端部から上方に起立し、上壁２１の左右の端部に繋がる。後壁２
５は、下壁２２の後端部から上方に起立し、上壁２１の後端部に繋がる。
【００１２】
　図１に示すように、筐体１０の内部には、複数の貯蔵室２７が設けられる。図１に示す
例では、複数の貯蔵室２７は、冷蔵室２７Ａと、野菜室２７Ｂと、冷凍室２７Ｃと、を含
む。冷蔵室２７Ａ、野菜室２７Ｂ、及び冷凍室２７Ｃは、上側から下側に向かってこの順
に配置されている。すなわち、冷蔵室２７Ａは、冷蔵庫１の上段部に配置されている。筐
体１０は、各貯蔵室の前面側に、各貯蔵室２７に対して食材等の収容物の出し入れを可能
にする開口を持つ。複数の貯蔵室２７の開口は、複数の扉１１によって開閉可能に閉じら
れる。
【００１３】
　筐体１０は、略水平方向に沿う仕切壁（不図示）により、冷蔵室２７Ａと、野菜室２７
Ｂと、冷凍室２７Ｃと、の間を仕切っている。冷蔵室２７Ａの室内の温度は、野菜室２７
Ｂよりも低温かつ冷凍室２７Ｃよりも高温に維持される。野菜室２７Ｂの室内の温度は、
冷蔵室２７Ａよりも高温に維持される。野菜室２７Ｂの内部には、例えば、野菜などの貯
蔵物を収容する複数の野菜室容器（不図示）が配置されている。冷蔵室２７Ａの室内の温
度は、貯蔵物を冷凍可能な温度に維持される。冷蔵室２７Ａの内部には、例えば、冷凍貯
蔵する貯蔵物を収容する複数の野菜室容器（不図示）が配置されている。
【００１４】
　筐体１０は、内箱と外箱との間に、不図示の圧縮機、凝縮器、膨張弁、蒸発器、ファン
、及び冷媒等を有する冷却機構を内蔵する。冷却機構は、ファンにより、各貯蔵室に冷気
を送り、各貯蔵室を冷却する。冷却機構は、直冷式であってもよい。
【００１５】
　複数の扉１１は、冷蔵室２７Ａ、野菜室２７Ｂ、及び冷凍室２７Ｃを開閉するために、
それぞれ、冷蔵室扉１１Ａと、野菜室扉１１Ｂと、冷凍室扉１１Ｃと、を持つ。
【００１６】
　冷蔵室扉１１Ａは、筐体１０の冷蔵室２７Ａを、開閉可能に閉じる。冷蔵室扉１１Ａは
、筐体１０の＋Ｘ方向の端部に連結されている。冷蔵室扉１１Ａは、上下方向に延びる回
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転軸を中心として水平面内で回動可能である。冷蔵室扉１１Ａは、左側の端部が前から右
側に向かって回転して開く回転式の片開き扉である。冷蔵室扉１１Ａは、冷蔵室２７Ａに
向かう＋Ｙ方向側に、上下方向に沿って複数の容器（不図示）を持つ。
【００１７】
　野菜室扉１１Ｂは、引き出し式の扉である。野菜室扉１１Ｂは、筐体１０の前側から筐
体１０に挿入されることで、筐体１０に収納され、野菜室２７Ｂを密閉する。野菜室扉１
１Ｂは、筐体１０の前側に引き出されることで、野菜室２７Ｂを開放する。野菜室扉１１
Ｂは、筐体１０に収納された状態において露出する前板を持つ。野菜室扉１１Ｂの内部に
は断熱材が配置されている。野菜室扉１１Ｂの後面側の外縁部には、野菜室２７Ｂの前面
の開口を形成する内箱の前面に当接するガスケット（不図示）が設けられている。野菜室
２７Ｂが閉じられると、野菜室２７Ｂの開口は断熱的に閉止される。
【００１８】
　冷凍室扉１１Ｃは、引き出し式の扉である。冷凍室扉１１Ｃは、筐体１０の前側から筐
体１０に挿入されることで、筐体１０に収納され、冷凍室２７Ｃを密閉する。冷凍室扉１
１Ｃは、筐体１０の前側に引き出されることで、冷凍室２７Ｃを開放する。冷凍室扉１１
Ｃは、筐体１０に収納された状態において露出する前板を持つ。冷凍室扉１１Ｃの内部に
は断熱材が配置されている。冷凍室扉１１Ｃの後面側の外縁部には、冷凍室２７Ｃの前面
の開口を形成する内箱の前面に当接するガスケット（不図示）が設けられている。冷凍室
２７Ｃが閉じられると、冷凍室２７Ｃの開口は断熱的に閉止される。
【００１９】
　冷蔵庫１は、複数の扉１１の各々が筐体から突出する寸法が略一定となるように揃えら
れて構成されている。
【００２０】
　図２は冷蔵室扉１１Ａの分解斜視図である。図３は、冷蔵室扉１１Ａの平面図である。
図４は、冷蔵室扉１１Ａの底面図である。図２に示すように、冷蔵室扉１１Ａは、後板４
１と、補強板４２と、前板４３と、上板４４１と、下板４４２と、ハンドル４５と、を持
つ。
【００２１】
　後板４１は、閉状態において、冷蔵室２７Ａに対向する。後板４１は、閉状態において
、冷蔵室を密閉する。後板４１は、リブ４１１と、ガスケット４１２と、を持つ。リブ４
１１は、後板４１の後側の面から後方に突出する。ガスケット４１２は、枠状の形状を持
ち、後板４１の上下及び左右の端部とされる。
【００２２】
　補強板４２は、後板４１の前側に配置される。補強板４２は、後板４１の板面を押す力
が加わり後板４１が破損することを防止する。
【００２３】
　前板４３は、補強板４２を挟んで後板４１の前側に取り付けられる。前板４３は、冷蔵
室扉１１Ａの前側の端部に配置される。前板４３は、冷蔵室２７Ａを閉じた閉状態におい
て露出する。前板４３は、化粧板としての機能を持つ。前板４３は、一枚の板材を折り曲
げて形成される。前板４３は、後板４１との間に、例えば発泡ウレタン等の断熱材が充填
され、断熱機能を持つ。
【００２４】
　前板４３は、側面部４３１と、接続部４３２と、正面部４３３と、傾斜部４３４と、底
面部４３５と、を持つ。
【００２５】
　側面部４３１は、前板４３の左右両端に設けられる。側面部４３１は、前板４３から後
方に延びる板状に形成される。側面部４３１は、前板４３との連結部分である前側の端部
がＲ面取りされ、冷蔵室扉１１Ａの外側に凸の曲面部４３８が形成される。曲面部４３８
の曲率半径Ｒ１は、好ましくは５ｍｍ程度とされる。図３に示す側面部４３１の前後方向
の寸法Ｄ１は、好ましくは２０ｍｍ以上、５０ｍｍ以下とされる。
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【００２６】
　接続部４３２は、側面部４３１の後端から左右方向の内側に延在する板状に形成される
。接続部４３２は、後板４１の左右方向の端部に接合される。
【００２７】
　正面部４３３は、前板４３の第１の端部Ｅ１から第１の端部Ｅ１と反対側の第２の端部
Ｅ２側に延在する板状に形成される。本実施形態では、第１の端部Ｅ１は右側であり、第
２の端部Ｅ２は左側である。正面部４３３は、右側の側面部４３１の前端から左側に延在
する板状に形成される。正面部４３３は、前板４３の上下方向の全長に亘って形成される
。
【００２８】
　傾斜部４３４は、正面部４３３の左端から左側に延在する板状に形成される。傾斜部４
３４は、正面部４３３と底面部４３５との間に配置される。傾斜部４３４は、左方ほど後
方に向かうように形成される。図２に示す傾斜部４３４の幅方向の寸法Ｗ１は、好ましく
は６０ｍｍ程度とされる。図２に示す傾斜部４３４の前後方向の寸法Ｄ２は、好ましくは
２６ｍｍ程度とされる。傾斜部４３４は、前板４３の上下方向の全長に亘って形成される
。
【００２９】
　底面部４３５は、傾斜部４３４の左端から左側に延在する板状に形成される。底面部４
３５は、傾斜部４３４を介して正面部４３３と連なる。底面部４３５は、左側の側面部４
３１の前端と連続して形成される。図２に示す底面部４３５の幅方向の寸法Ｗ２は、好ま
しくは４０ｍｍ程度とされる。底面部４３５には、上下方向に沿ってビス穴４３６が形成
される。底面部４３５には、上下方向に沿って複数の貫通穴４３７が形成される。貫通穴
４３７は、幅方向に長い。
【００３０】
　傾斜部４３４と底面部４３５とは、正面部４３３に対して後方に凹む凹面部を構成する
。傾斜部４３４の幅方向の寸法Ｗ１と底面部４３５の幅方向の寸法Ｗ２とは、好ましくは
合わせて１００ｍｍ程度とされる。
【００３１】
正面部４３３の幅方向の寸法は、傾斜部４３４の幅方向の寸法Ｗ１よりも大きく形成され
る。傾斜部４３４の幅方向の寸法Ｗ１は、底面部４３５の幅方向の寸法Ｗ２よりも大きく
形成される。
【００３２】
　図３に示すように、曲面部４３８の曲率半径Ｒ１は、正面部４３３側の曲率半径ＲＲ１
よりも底面部４３５側の曲率半径ＲＬ１が小さく形成される。
【００３３】
　上板４４１は、後板４１の上端及び前板４３の上端に接続される。図３に示すように、
上板４４１は、平面視で、外形形状が、略後板４１の上端及び前板４３の上端に縁どられ
る形に形成される。図２に示すように、上板４４１には、右側に、上板４４１を上下方向
に貫く丸穴４４３が形成される。丸穴４４３には、筐体１０に固定される上側軸４４４が
挿入される。
【００３４】
　下板４４２は、後板４１の下端及び前板４３の下端に接続される。図４に示すように、
上板４４１は、平面視で、外形形状が、後板４１の下端及び前板４３の下端に縁どられる
形と略同一に形成される。図２に示すように、下板４４２には、右側に、下板４４２を上
下方向に貫く丸穴４４５が形成される。丸穴４４５には、筐体１０に固定される下側軸（
不図示）が挿入される。冷蔵室扉１１Ａは、上側軸４４４及び下側軸を回転軸として、筐
体１０に対して回動可能に筐体１０に接続される。
【００３５】
　下板４４２には、下板４４２の丸穴を中心として回動可能なフック４４６が接続される
。フック４４６は、下板４４２に対して所定の相対位置となるように付勢される。フック
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４４６は、閉状態において下板４４２と所定の相対位置に配置される。フック４４６は、
筐体１０に固定される係止ピン（不図示）と係合している。使用者が冷蔵室扉１１Ａを開
くと、下板４４２が筐体１０に対して移動し、係止ピンと係合しているフック４４６は、
下板４４２との所定の相対位置から逸脱する。使用者が冷蔵室扉１１Ａから手を離すと、
フック４４６の付勢により、冷蔵室扉１１Ａが自動的に閉まる。
【００３６】
　ハンドル４５は、使用者が冷蔵室扉１１Ａを開閉しやすいように冷蔵室扉１１Ａに設け
られる。ハンドル４５は、前板４３に取り付けられ、上下方向に延びる。ハンドル４５は
、冷蔵室扉１１Ａの右側に設けられる回転軸と反対側である左側に取り付けられる。ハン
ドル４５は、前板４３の底面部４３５に取り付けられる。図３及び図４に示すように、ハ
ンドル４５は、左側面視で側面部（側面）４５ｏの全体が露出する。ハンドル４５は、前
板４３上端の上方から前板４３の下端の下方に亘って設けられる。ハンドル４５の幅方向
の寸法は底面部４３５の幅方向の寸法より小さい。図２に示すように、ハンドル４５は、
当て板４５１と、本体部４５２と、カバー４５３と、を持つ。
【００３７】
　当て板４５１は、前板４３に取り付けられる本体部４５２を補強する。当て板４５１は
、前板４３の底面部４３５の後側に配置される。当て板４５１は、長手方向が上下方向に
沿い、短手方向が幅方向に沿う。当て板４５１には、短手方向の略中央に、長手方向に沿
って複数のビス穴４５４が形成される。当て板４５１には、短手方向の略中央に、長手方
向に沿って複数の舌片４５６が形成される。舌片は、当て板４５１に形成される長手方向
に沿う一対の切り込みと、一対の切り込みの上端を連続させる切り込みと、に縁どられる
片が根元より前側に折り曲げられて形成される。
【００３８】
　本体部４５２は、前板４３の正面Ｆに取り付けられる。本体部４５２は、着脱可能にカ
バー４５３が装着され、冷蔵室扉１１Ａの開閉時に使用者の指がかけられる窪み部４５９
が形成される。図５は、本体部４５２の斜視図である。図５に示すように、本体部４５２
は、底面部４５７と、側壁部４５８と、第１リブ４５ａと、第２リブ４５ｂと、雌ねじ部
４５ｖと、を持つ。
【００３９】
　底面部４５７は、略板状の形状を持つ。底面部４５７を介して、本体部４５２が前板４
３に取り付けられる。底面部４５７は、長手方向が上下方向に沿い、短手方向が幅方向に
沿う。底面部４５７と当て板４５１とは長手方向の寸法及び短手方向の寸法が略同等であ
る。底面部４５７には、短手方向の略中央に、長手方向に沿ってビス穴４５ｃが形成され
る。底面部４５７には、短手方向の略中央に、長手方向に沿って複数の貫通穴４５ｄが形
成される。貫通穴４５ｄは、底面部４５７の短手方向に長い。底面部４５７は、前板４３
の底面部４３５の前側に配置される。
【００４０】
　図６は、前板４３に本体部４５２を取り付けた状態の斜視図である。図７は、図６のＡ
－Ａ線による断面図である。図７に示すように、前板４３の底面部４３５を挟んで当て板
４５１と底面部４５７とが接合されることで、本体部４５２が前板４３に取り付けられる
。本体部４５２が前板４３に取り付けられた状態では、当て板４５１は前板４３の底面部
４３５の裏面Ｂに接し、底面部４５７は前板４３の底面部４３５の正面Ｆに接する。当て
板４５１の舌片４５６が前板４３の貫通穴４３７及び底面部４５７の貫通穴４５ｄを貫通
する。ビスＳが底面部４５７のビス穴４５ｃ、前板４３の底面部４３５のビス穴４３６、
及び当て板４５１のビス穴４５４に螺合される。
【００４１】
　側壁部４５８は、本体部４５２の輪郭となる。図６に示すように、側壁部４５８は、第
１側壁４５ｅと、第２側壁４５ｆと、を持つ。第１側壁４５ｅは、底面部４５７の右側の
端部から前側に突出する略板状に形成される。
【００４２】
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　第１側壁４５ｅには、溝（凹部）４５ｇが形成される。溝４５ｇは、導入溝４５ｈと、
係合溝４５ｉと、を持つ。導入溝４５ｈは、第１側壁４５ｅの前側の端部から後方に向か
って延びる。係合溝４５ｉは、導入溝４５ｈの後側の端部から下方に向かって延びる。溝
４５ｇは、導入溝４５ｈの延びる方向と係合溝４５ｉの延びる方向とが交差する。
【００４３】
　第１側壁４５ｅは、下側に、側壁部４５８の内側に窪む窪み部４５９を持つ。窪み部４
５９は、使用者が冷蔵室扉１１Ａを開閉する際に、使用者の指がかけられる。窪み部４５
９は、前板４３に対向する。窪み部４５９は右側に開口４５ｊを持つ。窪み部４５９の周
面４５ｋは、前板４３の正面Ｆから離間するほど開口４５ｊの上下方向及び前後方向の中
心Ｏに向かって傾斜する。周面４５ｋは開口４５ｊから離間するほど中心Ｏに向かって傾
斜する。周面４５ｋは、曲面状である。
【００４４】
　第２側壁４５ｆは、底面部４５７の左側の端部から前側に突出する略板状に形成される
。第２側壁４５ｆには、溝４５ｇが形成される。第２側壁４５ｆに形成される溝４５ｇは
、側面視で第１側壁４５ｅに形成される溝４５ｇに重なる。
【００４５】
　第１リブ４５ａは、側壁部４５８に作用する力に対して側壁部４５８を補強する。第１
リブ４５ａは、第１側壁４５ｅと第２側壁４５ｆと底面部４５７とを連結する板状に形成
される。第１リブ４５ａは、第１側壁４５ｅ、第２側壁４５ｆ及び底面部４５７と一体に
形成される。第１リブ４５ａは、上下方向に沿って複数形成される。
【００４６】
　第２リブ４５ｂは、窪み部４５９に作用する力に対して窪み部４５９を補強する。第２
リブ４５ｂは、窪み部４５９の前側に形成される。第２リブ４５ｂは、隣接する第１リブ
４５ａ同士及び窪み部４５９を連結する板状に形成される。第２リブ４５ｂは、第１リブ
４５ａ及び窪み部４５９と一体に形成される。
【００４７】
　雌ねじ部４５ｖには、上下方向に延びる雌ねじ４５ｗが形成される。図７に示すように
、雌ねじ部４５ｖは、本体部の上端に形成される。
【００４８】
　カバー４５３は、着脱可能に本体部４５２に装着され、窪み部４５９を除いて本体部４
５２を覆う。カバー４５３は、図２から図４に示すように、側面部４５ｏと、前面部４５
ｐと、上面部４５ｑと、下面部４５ｒと、を持つ。側面部４５ｏと、前面部４５ｐと、上
面部４５ｑと、下面部４５ｒと、の各角部は、Ｒ面取りされ、曲面状に形成される。
【００４９】
　側面部４５ｏは、図６に示すように、本体部４５２の側壁部４５８に対向し、側壁部４
５８を覆う、側面部４５ｏは、一対の第１側面部４５ｍと、第２側面部４５ｎと、を持つ
。第１側面部４５ｍは、第１側壁４５ｅに対向し、第１側壁４５ｅを覆う。第１側面部４
５ｍは、第１側壁４５ｅの窪み部４５９を除いた箇所を覆い、窪み部４５９を露出させる
。第１側面部４５ｍは、前後方向に延びる略板状に形成される。図２に示すように、第１
側面部４５ｍは、平板部４５ｙと、突出部４５ｚと、を持つ。平板部４５ｙは、前板４３
に対向する。突出部４５ｚは、平板部４５ｙの前側の端部から前方に延びる。突出部４５
ｚは、平板部４５ｙより側面部４５ｏの外側に突出する。突出部４５ｚは、外側の後側の
端部に、外側に凸の曲面部Ｒが形成される。曲面部Ｒの曲率半径Ｒ２は、好ましくは１ｍ
ｍ程度とされる。
【００５０】
　第１側面部４５ｍには、下側に、後方に開口する切り欠き４５ｓが形成される。切り欠
き４５ｓは、前側に、前方ほど内側に傾斜する湾曲部４５ｔを持つ。
【００５１】
　図８は、カバー４５３の背面図である。図８に示すように、第１側面部４５ｍは、左側
に、突起部４５ｕが形成される。突起部４５ｕは、上下方向に沿って複数形成される。図
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９は、カバー４５３の断面図である。図９に示すように、突起部（凸部）４５ｕは、側面
視で後方に開口する略Ｕ字状の形状を持つ。
【００５２】
　第２側面部４５ｎは、第２側壁４５ｆに対向し、第２側壁４５ｆを覆う。第２側面部４
５ｎは、前後方向に延びる略板状に形成される。図８に示すように、第２側面部４５ｎは
、右側に、突起部４５ｕが形成される。突起部４５ｕは、上下方向に沿って複数形成され
る。第１側面部４５ｍに切り欠き４５ｓが形成される上下方向の範囲において、第２側面
部４５ｎには突起部４５ｕが形成されない。
【００５３】
　前面部４５ｐは、図６に示すように、本体部４５２の前側に対向し、本体部４５２の前
側を覆う。前面部４５ｐは、第１側面部４５ｍの前側の端部から第２側面部４５ｎの前側
の端部に延びる板状に形成される。前面部４５ｐは、第１側面部４５ｍ及び第２側面部４
５ｎと一体に形成される。前面部４５ｐは、図２及び図３に示すように、前側に凸の曲面
状に形成される。図３に示す前面部４５ｐの曲率半径Ｒ３は、好ましくは２００ｍｍ程度
とされる。図２に示す側面部４５ｏの前側の端部からの前面部４５ｐの最大の突出寸法Ｄ
３は、好ましくは０．６ｍｍ程度とされる。
【００５４】
　上面部４５ｑは、本体部４５２の上側に対向し、本体部４５２の上側を覆う。図３に示
すように、上面部４５ｑは、前面部４５ｐの後側の内面の上端近傍から後方に延びる板状
に形成される。上面部４５ｑは、前面部４５ｐ及び側面部４５ｏと一体に形成される。図
７に示すように、上面部４５ｑには、板面を貫通するビス穴４５ｘが形成される。
【００５５】
　下面部４５ｒは、本体部４５２の下側に対向し、本体部４５２の下側を覆う。図４に示
すように、下面部４５ｒは、側面部４５ｏの下端から後方に延びる板状に形成される。下
面部４５ｒは、前面部４５ｐ及び側面部４５ｏと一体に形成される。
【００５６】
　図１０は、ハンドル４５のうち本体部４５２にカバー４５３が装着された状態の右側面
図である。図１０に示すように、本体部４５２の窪み部４５９の上側及び下側の縁Ｅは、
Ｒ面取りされ、曲面状に形成される。縁Ｅは徐変する。縁Ｅは後側に向かって曲率半径が
大きくなる。
【００５７】
　次に、カバー４５３を本体部４５２に装着する際の動作について説明する。カバー４５
３は、図７に示すように、カバー４５３の内側面に形成される突起部４５ｕが本体部４５
２の外側面に形成される溝４５ｇに係合されることにより、本体部４５２に係合される。
【００５８】
　カバー４５３を本体部４５２に係合させるには、使用者は、カバー４５３の突起部４５
ｕが本体部４５２の溝４５ｇの導入溝４５ｈに導入されるように、カバー４５３を本体部
４５２に被せる。まず、使用者は、カバー４５３を本体部４５２に対して後方に移動させ
、突起部４５ｕを導入溝４５ｈの後側の端部に移動させる。使用者は、カバー４５３を本
体部４５２に対して下方に移動させ、突起部４５ｕを係合溝４５ｉに導入させる。使用者
は、カバー４５３を本体部４５２に対してさらに下方に移動させ、突起部４５ｕを係合溝
４５ｉの下側の端部に配置する。突起部４５ｕが係合溝４５ｉの下側の端部に配置される
と、突起部４５ｕが係合溝４５ｉの縁に支持され、カバー４５３が本体部４５２に対して
係合される。
【００５９】
　図６に示すように、カバー４５３は、本体部４５２に対して係合された状態において、
側面部４５ｏの後側の端部が前板４３と当接する。カバー４５３は、上面部４５ｑのビス
穴４５ｘに通されたビスＳが本体部４５２の雌ねじ部４５ｖの雌ねじ４５ｗに螺合される
ことにより、本体部４５２に螺着され装着される。
【００６０】
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　本実施形態の冷蔵庫１によれば、カバー４５３は、側面部４５ｏと、前面部４５ｐと、
上面部４５ｑと、下面部４５ｒと、が板状の形状を持つ。そのため、カバー４５３は、形
状が単純であり、製造しやすく、製造コストを抑制できる。
【００６１】
　ハンドル４５は、前板４３の底面部４３５上に形成される。そのため、ハンドル４５は
、使用者が視認しやすいため使用者が掴みやすく、利便性がよい。ハンドル４５は、筐体
１０に対して前板４３より突出することが抑制され、美観がよい。
【００６２】
　前板４３は、底面部４３５の曲面形状の曲率半径が、正面部４３３の曲面形状の曲率半
径より小さい。そのため、ハンドル４５が、底面部４３５に安定して固定される。
【００６３】
　ハンドル４５は、幅方向の寸法が底面部４３５の幅方向の寸法より小さい。そのため、
ハンドル４５は、正面部４３３及び傾斜部４３４から離間して底面部４３５に配置される
ことが可能である。これにより、使用者がハンドル４５の右側に形成される窪み部４５９
に手をかけるときに、正面部４３３及び傾斜部４３４が邪魔にならず、冷蔵室扉１１Ａが
開閉しやすい。
【００６４】
　前板４３は、傾斜部４３４を持つ。そのため、前板４３が正面部４３３から底面部４３
５にかけて徐々に後側に凹むため、前板４３に段差が生じず、前板４３の美観を損なわな
い。
【００６５】
　傾斜部４３４は、幅方向の寸法が４０ｍｍ以上１００ｍｍ以下であると、傾斜部４３４
が目立たず、前板４３に段差が生じているように見えづらく、前板４３の美観を損なわな
い。
【００６６】
　カバー４５３の前面部４５ｐは、前側に凸の曲面状に形成される。そのため、使用者が
１１Ａを開いたときにハンドル４５が壁等に衝突した場合に、ハンドル４５の角部が壁等
に当たることが防止され、壁等が傷つきづらい。
【００６７】
　前面部４５ｐが前側へ突出する寸法は、２０ｍｍ以上４０ｍｍ以下であると、ハンドル
４５が壁等に衝突した場合に、ハンドル４５の角部が壁等に当たることが防止されやすく
、前面部４５ｐの突出が目立たない。
【００６８】
　側面視でカバー４５３の前面部４５ｐが筐体１０から突出する寸法が、前板４３が前記
筐体１０から突出する寸法より小さい。そのため、ハンドル４５が、前板４３から突出し
て見えることが防止され、前板４３の美観を損なわない。
【００６９】
　冷蔵庫１は、閉状態における扉が前記筐体１０から突出する寸法が一定である。そのた
め、冷蔵庫１は、外観に見える段差が抑制され、美観が良い。
【００７０】
　窪み部４５９は、本体部４５２の内側に窪み、前板４３の正面Ｆに対向し、開口４５ｊ
を有する。窪み部４５９は、内周面が、前板４３の正面Ｆから離間するにしたがって窪み
部４５９の開口４５ｊの中心Ｏに向かって傾斜する。そのため、窪み部４５９に指をかけ
た使用者が、不快を感じにくい。
【００７１】
　窪み部４５９の縁Ｅは、前板４３の正面Ｆに向かって曲率半径が大きくなるように徐変
する。そのため、ハンドル４５の美観が良い。使用者の手が窪み部４５９の縁Ｅに当たっ
ても、使用者が痛みを感じにくい。
【００７２】
　カバー４５３の側面部４５ｏは、突出部４５ｚを持つ。そのため、使用者が冷蔵室扉１
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１Ａを開けるときに窪み部４５９に手をかけずにハンドル４５を引いたときに、手がハン
ドル４５に対してすべった場合でも、手が突出部４５ｚに引っかかる。手が突出部４５ｚ
に引っかかることで、手がハンドル４５から離れることが防止され、使用者が冷蔵室扉１
１Ａを開けやすい。
【００７３】
　突出部４５ｚには、曲面部Ｒが形成される。そのため、手が突出部４５ｚに引っかかっ
た場合に、使用者が痛みを感じにくい。曲面部Ｒの曲率半径がＲ０．５以上Ｒ３以下であ
ると、手が曲面部Ｒに引っかかりやすく、曲面部Ｒが目立たない。
【００７４】
　正面部４３３側の曲率半径ＲＲ１よりも底面部４３５側の曲率半径ＲＬ１が小さく形成
されるため、ハンドル４５を前板４３の第２の端部Ｅ２に近づけて取り付けることでき、
美観がよい。
【００７５】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【００７６】
　冷蔵庫は、凸部が本体部に形成され、凹部がカバーに形成されて、凸部と凹部とが係合
されることによりカバーが本体部に装着されてもよい。
【００７７】
　冷蔵庫は、側面視で、カバーの前面部が筐体より突出する寸法が、前板が筐体から突出
する寸法より小さくなるように構成されてもよい。
【００７８】
　冷蔵庫は、ハンドルの上端が前板の上端より下方に配置されてもよく、ハンドルの下端
が前板の下端より上方に配置されてもよい。冷蔵庫は、ハンドルが前板の上下方向の長さ
より短く形成されてもよい。
【００７９】
　冷蔵庫は、ハンドルが、窪み部以外にも本体部を覆わない箇所を持ってもいてもよく、
本体部の少なくとも一部を覆っていればよい。
【００８０】
　冷蔵庫は、窪み部が第２側壁に形成されてもよい。冷蔵庫は、窪み部が、側壁部の上側
に形成されてもよく、側壁部の上下方向の中央に形成されてもよい。
【００８１】
　冷蔵庫は、傾斜部、凹部、及びハンドルが、引き出し式の扉に設けられてもよい。冷蔵
庫は、冷蔵室扉１１Ａ、野菜室扉１１Ｂ及び冷凍室扉１１Ｃ以外の他の扉が設けられ、他
の扉に傾斜部、凹部、及びハンドルが設けられてもよい。冷蔵庫は、貯蔵室及び扉が１つ
とされてもよい。
【００８２】
　冷蔵庫は、第１の端部を上側とし、第２の端部を下側としてもよい。冷蔵庫は、第１の
端部を下側とし、第２の端部を上側としてもよい。冷蔵庫は、第１の端部を下側とし、第
２の端部を上側としてもよい。冷蔵庫は、片開き扉の回転軸を左側に設け、第１の端部を
左側とし、第２の端部を右側としてもよい。
【００８３】
　冷蔵庫は、凹面部が傾斜部を有さず、正面部と底面部とが前後方向に延びる板状の部材
を介して連結されてもよい。
【００８４】
　以上説明した少なくともひとつの実施形態によれば、冷蔵庫の扉が開閉しやすく、扉の
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ハンドルの意匠及び機能にバリエーションを持たせることができる。
【符号の説明】
【００８５】
１…冷蔵庫、１０…筐体、１１…複数の扉、１１Ａ…冷蔵室扉、１１Ｂ…野菜室扉、１１
Ｃ…冷凍室扉、２１…上壁、２２…下壁、２３，２４…左右の側壁、２５…後壁、２７…
複数の貯蔵室、２７Ａ…冷蔵室、２７Ｂ…野菜室、２７Ｃ…冷凍室、４１…後板、４２…
補強板、４３…前板、４３１…側面部、４３２…接続部、４３３…正面部、４３４…傾斜
部、４３５…底面部、４４１…上板、４４２…下板、４５…ハンドル、４５１…当て板、
４５２…本体部、４５３…カバー、４５７…底面部、４５８…側壁部、４５９…、４５ａ
…第１リブ、４５ｂ…第２リブ、…、４５ｇ…溝（凹部）、４５ｈ…導入溝、４５ｉ…係
合溝、４５ｊ…開口、４５ｏ…側面部（側面）、４５ｐ…前面部、４５ｕ…突起部（凸部
）、４５ｙ…平板部、４５ｚ…突出部、Ｂ…裏面、Ｄ１,Ｄ２,Ｄ３…前後方向の寸法、Ｅ
…縁、Ｅ１…第１の端部、Ｅ２…第２の端部、Ｆ…正面、Ｏ…中心、Ｒ…曲面部、Ｒ１,
Ｒ２,Ｒ３…曲率半径、Ｓ…ビス、Ｗ１,Ｗ２…幅方向の寸法

【図１】 【図２】
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